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日本ライオンズ・リーダーの皆様へ 

 

このたび、熊本県を襲った地震により、多くの命が失われ、甚大な損害が人々の暮らし

にもたらされたとのニュースに接し、悲しみに耐えません。また現地の方々の困難はい

かばかりかと、大変重苦しい気持ちになります。どうか、熊本県その他今回被災した

方々に、私たちそして世界中のライオンズが、被災者の皆様のために祈っております。 

 

世界中のライオンズが日本を襲った悲劇を憂い、支援したいと考えています。それを受

けて、熊本地域での復旧努力に対し、25万ドルを大災害援助金として交付することを

決定いたしましたことを、ここにお知らせいたします。 
 

日本の復旧に向けた努力に対し、多くのライオンズがすでに寄付をしたいとの意思を表

明しています。日本国内のライオンズ会員の皆様には、熊本地震復旧のために寄せられ

るすべての寄付は、LCIF災害資金へとご指定ください。また、この災害資金への指定

献金は、すべて MJF献金として認められます。なお、日本では多くのライオンズ会員が、

出来るだけ早く貢献したいとの思いから、すでに日本赤十字等に募金をされたと伺って

おります。これらも貴重な寄付として使用されるものではありますが、残念ながら

LCIFの運営は大変厳格に規則に従ったものであり、他の組織への寄付は、いかなる形

でも LCIFへの寄付として認めることが出来ませんのでご理解ください。  

 

日本ライオンズは常に LCIFのグローバルな取り組みに多大な理解を示し、貢献してこ

られました。日本の人々が助けを必要としているこのときに、LCIFが日本への貢献と

支援の気持ちを示したい、というのが私たちの真摯な願いであります。  
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